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10. 晩期梅毒の研究
定量法に基く綜合判定基準について
皮膚科学斎藤恭
著者は教室で施行した梅毒血清反応の資料に検討
を加え，定性反応の陽性度はガラス板法，凝集法，
緒方法，カーン法， ワ氏変法，村田法の}I買に低下し
ていることを確認した。
更に各定量反応を分析し，補体結合反応と索状反
応に共通の場を求めて定量法にもとづく晩期梅毒の
治癒過程に対する綜合判定値 N を考案した。
即ちガラス板定量抗体価および凝集定量抗体価を
血清稀釈倍数である 32の軍数 2n1， 2n2で、表したと
きの嘉値の和 n1十町と緒方抗体価と対応させ，両
者の相互関係より緒方定量抗体価に新数値 hoを与
えた。更にカーン定量抗体価を血清稀釈濃度を 2n 3
で表したときの震値 h3を加えたこれらの和，即ち 
nO+nl十n!}十n3を N で表わし，この N 値を梅毒
血清反応の治癒過程を判定する基準と定めた。
この N 値を同じ千葉刑務所囚 76例のペニシリ
ン治療成績および某造船工場におけるアイロタイシ
ン治療の 105例の経過をそれぞれ 57カ月， 23カ月
にわたり観察した資料について検討した。乙の結果 
N 値が高いもの程その減少が著しく， N 値の低い
もの， 特に 10以下のものは治療に反応して低下す
る割合が少いことを認めた。更に定性反応と N 値
の関係を求めワ氏変法，村田法，カーン法の定性反
応が全て陰性の時は N 値は 10以下，三者陽性の
症例では大部分 N 値 10以上を示した。叉緒方定
性反応陰転化は N 値 5以下にみられた。
叉外来症例 6例について N値の変動をみたが N
値の低下の様相は千葉刑務所，某造船工場の結果と
ほぼ同様であった。
以上の結果より， N値目以下にすることが晩期
梅毒治療の目標とするものであり， N 値 5以下へ
の達成は梅毒血清反応が全て陰転化する乙との近い
ことを意味するが， N 値 10から N 値5まで低下
させるには少くとも 5年以上の経過を観察する必要
があることを知った。 
11. 消化器癌患者における血中癌細胞について

外科学工庵原昭一 
  
流血中の癌細胞の検索は，検出方法，判定に今日
なお多くの未解決点を残しているが臨床的に興味あ
る諸問題を含んでいる。それ故，綿貫外科に入院し
た胃癌を中心とした消化器癌 78例について前肘静 
脈血と腫蕩領域静脈血から癌細胞の検索を行い，そ
の態度の解明!と臨床的対策につき研究した。尚対照
例として非癌患者 23例，健康人 11例を用いた。 
検査方法:共同研究者山崎と共に考案した高分子
化合物 Polyvinyl-pyrrolidon(P. V. P.)添加によ
る赤沈促進法を主として用い， 一部 Sandberg氏
の Fibrinogen添加による赤沈促進法を採用しギ
ムザ， メイ・ギムザ，ぺ Jレオキシダーゼ染色し，癌
細胞の判定はパパニコロウの基準をもととした演者
の判定基準によった。
成績:ほぼ癌細胞と考えられる陽性細胞の検出率
から (1)消化器癌患者の前肘静脈血 (15.8%)は
腫蕩領域静脈血 (27.9%) や原発性肺癌患者の前肘
静脈血 (21.7%)よりも低い。 (2)前肘静脈血の陽
性例は根治手術不可能の事が多い。 (3)癌の進展状
態と相関関係があり， 殊に血行性転移の有無， リ
ンパ行性転移の程度と密で，主病巣腫腐の大きい程
高率であり，胃癌では浸潤型が限局型より高い。 
(4)滝沢教援の分類陀従うと単純癌が最も高く，以
下一部充実性腺癌，典型的腺癌の順ば低くなる。 
(5)手術操作で陽性細胞が腫蕩領域静脈血中氏遊離
する事を少数例で認めた。尚本法でみると， 直径  
20μ 前後の巨大裸核を屡々検出(領域静脈血 35%，
前肘静脈血 26%)し，骨髄巨核細胞の核に最も類似
性があるが癌由来も否定出来ない。但しこれは非癌
例，健康人からも検出される。
臨床的対策:消化器癌の前肘静脈血中に検出すれ
ば根治手術不可能の事が多く，血行性転移特に肺，
肝及び遠隔リンパ腺転移の有無を精査すべきであ
る。手却すに際しては可及的速やかに領域静脈幹を結
藻し，愛護的手術が望ましく， 全身的観点に立つ
て，術前後の適正な化学療法をも考慮すべきであろ
フ。
12. 血中癌細胞検出の一変法 (PVPによる赤
沈促進法〉の提案，並びにこれが臨床応用
外科学工山崎 武
流血中癌細胞の検出方法には種々あるが， このう
ち赤沈促進法は細胞の損失が比較的多い欠点はある
が，反面操作が簡単で、細胞への影響も少なく，良い
標本が得られるという利点がある。そこで私は高分
子化合物 Polyvinylpyrrolidon (PVP，分子量 70
万〉が赤沈促進作用を有することより， ζれを用
いて種々基礎的実験を行い，広く用いられている
Sandberg氏等の Fibrinogen法と比較対照し，
